
　
は
じ
め
に
、
寺
田
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
組
合
員
に
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。
大
会
諸
役
員
の
選
出

が
あ
り
、
井
手
資
格
審
査
委
員

長
の
報
告
を
受
け
、
大
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

議
長
に
は
、
浦
上
東
支
部
の
松

田
代
議
員
と
佐
世
保
東
支
部
の

大
庭
代
議
員
を
選
出
。

　
本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

田
上
執
行
委
員
長
は
、
組
織
拡

大
に
つ
い
て
四
四
〇
名
の
新
し

い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
、
国
保
の
予
算
確
保
に

向
け
て
本
年
も
現
行
補
助
水
準

が
確
保
で
き
た
こ
と
、
ま
た
昨

年
四
月
の
組
合
結
成
七
十
五
周

年
記
念
式
典
を
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お

礼
を
述
べ
た
後
、「
今
大
会
で

退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

就
任
直
後
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
の

中
で
の
運
動
と
な
り
思
う
よ
う

に
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
協
力
に
対
し
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
は
仲
間
同
士
の
繋
が
り
で

で
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
組

合
員
皆
様
の
団
結
で
諸
活
動
の

充
実
を
図
り
、
組
合
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
拡
大

目
標
・
年
間
純
増
を
達
成
し
た

六
支
部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
令
和
三
年
度

活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算
報

告
、
令
和
四
年
度
運
動
方
針
案
、

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
執
行
部

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
質
疑
応

答
の
後
、
拍
手
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
木
下
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
令
和
四
年
度

役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

田
上
一
郎
氏
よ
り
、
佐
藤
圭
介

執
行
委
員
長
に
引
き
継
が
れ
、

新
執
行
部
五
十
一
名
が
、
全
員

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
佐

藤
執
行
委
員
長
は
「
こ
れ
ま
で

先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
的
経
緯
を
継
承
し
つ
つ
、
魅

力
あ
る
組
合
作
り
、
そ
し
て
仲

間
の
仕
事
と
暮
ら
し
、
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
、
執
行
部

が
一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を
出
し

合
い
、
組
合
員
・
青
年
部
・
主

婦
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
こ
の
一
年
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
議
長
よ
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
参

加
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
。

　
続
い
て
、
大
会
宣
言
「
本
大

会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則

し
て
全
力
で
推
進
す
る
」
と
方

山
青
年
部
長
が
高
ら
か
に
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
坂
口
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
新
執
行

委
員
長
の
力
強
い
発
声
で
「
団

結
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
て
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。

　
「
働
き
方
改
革
の
推
進
で
担
い
手
確
保
と
魅
力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

七
十
七
回
定
期
大
会
が
、
七
月
十
七
日
長
崎
新
聞
社
文
化
ホ
ー
ル
ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨

年
同
様
に
規
模
縮
小
・
時
間
短
縮
、
来
賓
の
皆
様
に
も
出
席
を
控
え
て
頂
き
、
当
日
は
執
行
部
、
組
合
代
議
員
、

男
性
書
記
局
の
一
四
三
名
が
参
加
し
、
組
織
強
化
・
仕
事
確
保
な
ど
、
新
年
度
運
動
方
針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
の
推
進
で
担
い
手
確
保
と

　
　
魅
力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
そ
う

　
社
会
保
障
費
の
自
然
増
抑
制
の
動
き
を
は

じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
る

影
響
な
ど
、
二
〇
二
三
年
度
の
国
保
組
合
の

予
算
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
令
和
四
年
六
月
開

催
の
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
、
七
月
の

予
算
要
求
中
央
行
動
の
参
加
に
あ
わ
せ
、
国

保
組
合
の
予
算
確
保
に
向
け
た
地
元
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
議
員
会
館
に
て
執
行
委
員
長
が
地
元
選
出

八
名
の
国
会
議
員
（
秘
書
）
に
対
し
て
、

「
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請

書
」
を
手
渡
し
た
の
ち
、
私
た
ち
建
設
労
働

者
の
就
労
実
態
と
建
設
国
保
の
状
況
を
説
明

し
、
予
算
確
保
に
向
け
て
厚
労
省
へ
の
働
き

か
け
等
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

第77回
定期大会
第77回
定期大会

田
上
委
員
長
勇
退
、新
た
に
佐
藤
圭
介
新
委
員
長
を
選
出

新
執
行
部
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

新執行部を代表してあいさつする佐藤新委員長

出
席
代
議
員　

六
十
二
名

委
任
状
提
出　
　

二
十
名

執　

行　

部　

五
十
二
名

書　

記　

局　
　
　

九
名

合　
　
　

計　

一
四
三
名

大
会
出
席
者
数

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
・�

�

予
算
要
求
中
央
行
動�

国
保
組
合
の
予
算
確
保
に
向
け
て
地
元
国
会
議
員
へ
要
請

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

　
中
央
執
行
委
員
長

中
西
　
孝
司

他
全
建
総
連
加
盟
各
県
連
・

　
組
合
よ
り

39
通

連
合
長
崎

髙
藤
　
義
弘

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

　
本
部
長

中
野
　
　
忠

全
労
済
長
崎
県
本
部

　
本
部
長

吉
次
　
博
之

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合

　
代
表

村
上
　
信
行

衆
議
院
議
員

西
岡
　
秀
子

長
崎
県
議
会
議
員堤

　
　
典
子

長
崎
県
議
会
議
員坂

本
　
　
浩

長
崎
県
議
会
議
員饗

庭
　
敦
子

長
崎
市
長

田
上
　
富
久

大
村
市
長

園
田
　
裕
史

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

佐
世
保
市
長

朝
長
　
則
男

長
崎
市
議
会
議
員池

田
　
章
子

島
原
市
議
会
議
員草

野
　
勝
義
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～
組
合
員
・
家
族
の
生
活
と
暮
ら
し
を
守
り
魅
力
あ
る
組
織
へ
～

　
　

田上　一郎　氏

　

本
日
は
、
早
朝
よ
り
県
下
十

五
支
部
の
代
議
員
の
皆
様
、
本

部
役
員
の
皆
様
、
建
設
長
崎
第

七
十
七
回
定
期
大
会
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
は
昨
年
の
大
会
以
降
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

　

去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

木
材
な
ど
建
設
資
材
の
値
上
げ

や
住
宅
機
器
の
不
足
、
納
期
の

遅
れ
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
も
値
上
が
り
し
、
円

安
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
物
価
が

値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
二
十
四
日
の
侵
攻
か
ら

ま
も
な
く
五
ケ
月
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
し
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
も
に
死
者
、
負
傷
者
が
出
続

け
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
に
お

い
て
は
、
軍
備
の
増
強
や
憲
法

改
正
論
議
の
動
き
も
出
て
い
ま

す
。

　
「
毎
週
の
よ
う
に
資
材
価
格
が

上
が
り
、
見
積
を
出
し
て
も
す

ぐ
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、
自
分

で
負
担
す
る
し
か
な
い
」
な
ど

の
声
を
受
け
て
、
全
建
総
連
で

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
四
月
二

十
七
日
、
自
民
党
は
じ
め
各
政

党
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

①�　
ひ
と
つ
は
こ
の
価
格
上
昇

に
よ
っ
て
工
事
の
延
期
や
中

止
な
ど
消
費
マ
イ
ン
ド
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
現
行
補

助
事
業
の
延
長
お
よ
び
拡
充

を
要
請　

→
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業

②�　
不
当
な
価
格
引
き
上
げ
や

仮
需
等
（
物
価
上
昇
や
物
資

不
足
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、

実
際
に
は
需
要
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
生
じ
る
需
要
の

こ
と
）
生
じ
な
い
よ
う
対
策

を
③�　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
に
対

す
る
支
援
策　

→　

基
準
価

格
百
七
十
二
円
を
百
六
十
八

円
へ　

支
給
額
の
上
限
を
二

十
五
円
か
ら
三
十
五
円
へ

④�　
事
業
復
活
支
援
金
や
無
担

保
・
無
利
子
の
特
別
貸
付
延

長
の
措
置

　

そ
し
て
、
下
請
け
事
業
者
や

技
能
労
働
者
へ
の
賃
金
等
に
し

わ
寄
せ
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要

な
対
策
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
国
土
交
通

省
な
ど
各
省
庁
に
対
し
て
も
要

請
を
行
い
、
こ
の
価
格
上
昇
分

を
国
で
負
担
で
き
な
い
か
あ
る

い
は
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
予

算
の
確
保
を
訴
え
、
→
来
年
度

の
概
算
要
求
→
総
合
緊
急
対
策

に
盛
り
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

組
合
運
動
の
大
き
な
柱
で
あ

り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
は
組
織
拡
大
に
つ

き
ま
し
て
、
各
支
部
皆
様
の
熱

心
な
取
り
組
み
に
よ
り
ま
し
て
、

年
間
目
標
四
五
〇
名
に
対
し
四

四
〇
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
支

部
が
拡
大
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
皆

様
の
ご
奮
闘
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
命
と
健
康
を

守
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
に
は
、
国
保
予
算
確
保

に
向
け
て
、
年
二
回
の
ハ
ガ
キ

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

本
年
も
現
行
補
助
水
準
の
金
額

を
確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
で
に
も
う
来
年
度
予
算
に
向

け
て
夏
の
ハ
ガ
キ
要
請
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
直
接
、
国
に
対
し

て
働
き
か
け
が
で
き
る
行
動
と

し
て
、
非
常
に
重
要
な
運
動
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
予
算
要
求
は
全
建
総
連

傘
下
の
全
国
の
組
合
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
も
今
年
は
地
元
選
出
国
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
陳
情
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
崎
県
選
出
の
国
会
議
員
は

八
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

昨
年
十
月
末
に
衆
議
院
選
挙
で

当
選
さ
れ
ま
し
た
組
合
推
薦
の

一
区
西
岡
秀
子
衆
議
院
議
員
や

三
区
山
田
勝
彦
衆
議
院
議
員
、

四
区
の
末
次
精
一
衆
議
院
議
員

を
は
じ
め
、
八
名
の
議
員
の
皆

さ
ん
へ
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
今
年
七
月
十
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
参
議
院
選
挙
で
は
、

組
合
は
白
川
あ
ゆ
み
氏
を
推
薦

し
戦
い
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら

当
選
に
は
い
た
ら
ず
、
比
例
区

で
鬼
木
誠
氏
が
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
、
長
崎

選
挙
区
で
当
選
さ
れ
た
山
本
啓

介
参
議
院
議
員
の
と
こ
ろ
へ
も

「
建
設
国
保
の
育
成
強
化
に
つ
い

て
」
要
請
に
う
か
が
う
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
去
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
各

国
政
選
挙
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
仕
事
確
保
と
賃

金
・
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組

み
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
全
国
の
建
設
業
就
労
者

数
は
四
九
二
万
人
と
な
り
、
そ

の
う
ち
特
に
技
能
労
働
者
は
三

二
二
万
人
で
二
十
九
歳
以
下
の

人
は
一
割
し
か
い
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
交
省
は
建
設
労
働
者
の
確

保
、
労
働
条
件
の
改
善
策
と
し

て
社
会
保
険
へ
の
加
入
促
進
や
、

設
計
労
務
単
価
の
（
十
年
連
続
）

の
引
き
上
げ
を
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
も
ら
う
賃
金
と
は
ま
だ

大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
組
合
は
、
引
き
続
き
、

仕
事
確
保
と
職
域
防
衛
の
た
め
、

自
治
体
や
行
政
に
対
し
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
補
助
事

業
や
地
元
へ
の
仕
事
発
注
を
求

め
る
と
と
も
に
、
単
価
の
引
き

上
げ
等
消
費
者
へ
の
理
解
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
建
設
職
人
の

賃
金
を
含
め
た
処
遇
改
善
は
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
交
省
は
二
〇
二
四
年
ま

で
に
す
べ
て
の
技
能
労
働
者
へ

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
は
働

き
方
関
連
法
が
建
設
業
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
技

能
後
継
者
や
担
い
手
確
保
に
対

す
る
動
き
に
組
合
も
学
習
会
を

開
催
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
組
合
員
・
主
婦

会
の
皆
様
の
取
り
組
み
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
大
会
が
、
皆
様
の
活

発
な
ご
議
論
の
中
、
実
り
あ
る

大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
執
行
部
を
代
表
し

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

⑴　�組織の力を結集し、年間450名の拡大
目標達成と純増をめざそう。

⑵　�青年部の育成と主婦会の輪を広げ、内
部強化を図ろう。

⑶　�住宅リフォーム助成事業の活用で仕事
確保をめざそう。

⑷　�キャリアアップの登録を推進し、賃金
引き上げと労働条件の改善を図ろう。

⑸　�技術の研鑚と資格取得を推進し、技能
労働者の地位向上に活かそう。

⑹　�長建国保の国庫補助金を確保し、生命
と健康を守ろう。

⑺　�助け合い共済の健全運営で、福祉共済
の充実を図ろう。

⑻　�労働保険適正加入を図り、安全意識の
高揚と労働災害撲滅をめざそう。

⑼　�大衆増税に反対し、納税者の権利を確
立しよう。

⑽　�機関紙「建設長崎」をみんなが読む新
聞にしよう。

⑾　�統一地方自治体選挙に勝利するととも
に、平和と民主主義を守ろう。

第77回定期大会スローガン

大会諸役員

大庭 真八（佐世保東支部）　 松田 隆人（浦上東支部）

大
会
議
長

木下 忠明

選
挙
管
理
委
員
長

井手　 保

大
会
運
営
委
員
長 

兼

資
格
審
査
委
員
長

大庭 央大（佐世保東支部担当）　 德永 輝斗（中小協会担当）

大
会
書
記

令和 4年度　建設長崎本部役員名簿 令和 4年 7月17日現在
◎新任

役
職
名

氏
　
名

出
身
支
部

職
　
種

◎
執
行
委
員
長

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専

従

副
執
行
委
員
長

石

田

哲

雄

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

井

手　
　

保

西

彼

左

官

副
執
行
委
員
長

木

下

忠

明

諫

早

大

工

副
執
行
委
員
長

坂

口

忠

義

中

央

左

官

書

記

長

西

平

博

之

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

若

杉

孝

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大

賀

修

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池

田　
　

剛

浦

上

東

専

従

◎
執
行
委
員

城

下

大

輔

中

央

専

従

執
行
委
員

本

多

常

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中

央

大

工

執
行
委
員

北

村

五

男

大

浦

左

官

執
行
委
員

古

里

一

紀

大

浦

塗
装
工

執
行
委
員

小

宮

清

治

市

南

大

工

執
行
委
員

山

下

洋

二

市

南

鳶

工

執
行
委
員

里　
　

澄

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

佐

藤

昭

彦

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

村

岡

広

明

浦

上

西

左

官

執
行
委
員

田

崎

順

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野

口

耕

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

岩　

崎　

喜
三
郎

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

尾　
　

豊

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

村

太

司

諫

早

大

工

執
行
委
員

後

田

博

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

一

瀬

純

男

大

村

畳

工

執
行
委
員

金

子

芳

雄

大

村

設
計
士

執
行
委
員

城　
　

祐

輔

島

原

大

工

◎
執
行
委
員

松

田

年

市

島

原

大

工

執
行
委
員

本

田

英

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

大

島

𠮷

博

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

茅　

原　

喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員

長

島

則

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福

田

栄

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚

元

美

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須

藤

輝

久

北

松

大

工

執
行
委
員

近

藤

力

也

北

松

大

工

執
行
委
員

岡

田　
　

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員

原

田

仁

志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

下

川

孝

貴

浦

上

西

配
管
工

会
計
監
査

山

崎

貞

博

諫

早

電
気
工

会
計
監
査

吉

元

隆

一

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員
待
遇

方

山

栄

治

大

浦

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

瀬

尾

友

謙

佐
世
保
中
央

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

馬　

場　

ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

山　

形　

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

井

関

一

幸

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

松

園

俊

輔

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

古

井

宏

樹

本

部

専

従
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各
種
表
彰

年
間
拡
大
目
標
達
成
と 

�

組
織
年
間
純
増
支
部
表
彰

組
織
拡
大
運
動
を
推
進
し
年
間
拡
大
目
標
を
達
成 

す
る
と
と
も
に
年
間
純
増
支
部
と
し
て
表
彰

年
間
拡
大
目
標
達
成
支
部

各
支
部
に
設
定
さ
れ
た
組
織
拡
大
目
標
を
達
成
し
た

支
部
を
表
彰

組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

こ
の
一
年
間
に
五
名
以
上
の
新
し
い
仲
間
を
紹
介
・

加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
表
彰

○
中
央
支
部
　
松
田
勇
哉
さ
ん
（
五
名
） 

○
大
村
支
部
　
山
口
昭
さ
ん
（
八
名
） 

○
佐
世
保
中
央
支
部
　
川
口
栄
一
さ
ん
（
十
名
）

組
織
拡
大
年
間
純
増
支
部

こ
の
一
年
間
に
組
織
純
増
と
な
っ
た
支
部
を
表
彰

○
平
戸
支
部
（
年
間
純
増
　
五
名
） ○

西
彼
支
部

（
年
間
純
増
　
十
四
名
）

○
大
村
支
部

（
年
間
純
増
　
十
九
名
）

○
浦
上
西
支
部

（
年
間
純
増
　
三
名
）

○
東
長
崎
支
部

（
年
間
拡
大
目
標

�

達
成
　
二
十
七
名
）

○
島
原
支
部

（
年
間
拡
大
目
標

�

達
成
　
四
十
八
名
）

○
佐
世
保
中
央
支
部

（
年
間
拡
大
目
標

�

達
成
　
二
十
七
名
）

田
上
一
郎

前
執
行
委
員
長

�

（
専
従
）

山
田
哲
夫

前
執
行
委
員

�

（
島
原
支
部
）

執
行
委
員
長

佐
藤
圭
介

�

（
専
従
）

執
行
委
員

松
田
年
市

�

（
島
原
支
部
）

執
行
委
員

城
下
大
輔

�

（
専
従
）

▲拡大・純増支部表彰（西彼）

▲質疑をする代議員

▲感謝状の贈呈

新役員紹介 退任役員

　

私
た
ち
は
本
日
、
建
設
長
崎
第
七
十
七
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
年

度
の
運
動
方
針
と
し
て
組
織
強
化
と
拡
大
、
仕
事
確
保
で
生
活
を
守
り
、

技
能
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ
、
労
働

災
害
の
撲
滅
す
る
事
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
っ
た

情
勢
の
中
で
、
建
設
資
材
の
価
格
高
騰
や
住
宅
設
備
機
器
等
の
納
期
遅
延

が
顕
在
化
し
、
仕
事
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

国
や
建
設
業
界
は
、
若
年
入
職
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事

を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
担
い
手
確
保
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
、
社
会
保

険
適
用
の
強
化
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
十
年
連
続
引
き
上
げ
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
週
休
二
日

制
の
実
施
と
長
時
間
労
働
の
是
正
等
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
進
め

て
い
る
。

　

私
た
ち
が
要
望
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
仕
事
確
保
に

つ
な
が
り
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
今
後
も
県
下

各
自
治
体
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
要
請
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
地
元
工
務
店
の
受
注
機
会
と
適
正
価
格
の
回
復
で
若
手
技

能
後
継
者
が
育
つ
賃
金
・
雇
用
・
事
業
継
続
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設
労
働
者

に
と
っ
て
最
も
適
し
た
健
康
保
険
と
し
て
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
を
求

め
る
運
動
を
推
進
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
は
全
国
の
仲
間
と
共
に
建
設
国
保
の
安
定
運
営
に
向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
、
地
元
国
会
議
員
要
請
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
な
か
で
私
た
ち
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
安
全

な
就
労
環
境
を
確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
組
織
を
増
や
す
運
動
の
四
五

〇
名
拡
大
を
目
指
し
、
あ
わ
せ
て
増
勢
を
め
ざ
す
事
を
目
標
に
「
働
き
方

改
革
の
推
進
で
担
い
手
確
保
と
魅
力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
そ
う
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
本
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て
全

力
で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
七
日

�

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

�

第
七
十
七
回
定
期
大
会

大
会
宣
言

青
年
部
長

方
山
栄
治
（
大
浦
支
部
）

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２２年（令和４年） 8月１５日発行第 ６８6 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



第77回 定期大会に参加して
できる範囲での取組を

　コロナ、コロナで組合活動
だけでなく、いろいろな事が
制限される世の中になって２
年余りになりますが、まだま
だコロナウイルス感染症は終
わりが見えず、今後も今のよ
うな状況が続いていくのでは
ないかと思います。多くの組

合員が集まる組合行事は万が一のことを考
え慎重に判断しなければならないでしょう
が、コロナ対策を取りながら、できる範囲
で取り組みを進めていかなければいけない
と感じました。

コロナ禍で寂しさ残る大会に
　コロナウイルス対策での開
催の為、参加者が少なく、来
賓もいないので少々さみしい
気もしましたが、これも現状
を考えたら仕方のないことな
のかなと思います。今後もコ
ロナ対策をしながらの活動に
なるでしょうが、一致団結し

て組合を盛り上げていきましょう。

対面は貴重な機会
　新型コロナウイルス感染拡
大の影響で、活動機会も少な
くなり、今大会のように顔を
合わせられる機会は非常に貴
重でした。
　コロナウイルス感染拡大が
終息の兆しがない中、新しい
組合の在り方など、今後新た

な価値観を模索していかなければならない
と感じました。

真剣な取組に圧倒
　コロナ禍のため、規模を縮
小しての開催との事でしたが、
参加された皆さんの真剣な取
り組みに圧倒されました。
　今回初めての参加でしたが、
組織拡大や、建設国保を守る
取り組みなど、各種運動の大
切さを痛感する事ができまし
た。

スローガンを全力推進
　大会参加でたくさんのこと
を学びました。
　職人の不足、高齢化、物価
の高騰とそれに伴う賃上げの
問題等、様々な課題がありま
す。働き方改革など、職人が
働きやすいようにしていかな
ければならないと思います。

「働き方改革の推進で担い手確保と魅力ある
建設産業を目指そう」とメインスローガン
がありますので、全力で推進していこうと
思います。

中央支部
山下　廣造

大浦支部
田上　義高

市南支部
篠原　孝弘

東長崎支部
田上　祥太

浦上西支部
木村　勇気

皆で守り育てる組合に
　一昨年から続く新型コロナ
ウイルスにより、組合活動が
制限される中、今後の組合の
在り方を深く考えさせられま
した。
　組合員、家族、書記局の皆
さんが一つとなって組合を盛

り上げ、守っていく事が必要だと感じる大
会でした。

参加する度学びがある
　今年も感染症を考慮して限
られた時間の中での定期大会
でしたが、参加する度に全建
総連や建設長崎等の経過、運
動方針、制度改正等で、知ら
ない情報を知ることができ勉
強になっています。建設長崎

は建設業に関わる様々な方達の組合です。
これからも、一致団結して支部を、組合を
盛り上げていきましょう。

委員長交代に思いを馳せる
　今回の本部定期大会をもっ
て田上委員長が退任され、20
代の頃、一緒に青年部活動を
したことを思い出し、懐かし
さと寂しい気持ちになりまし
た。
　ますます厳しくなる建設業

界ですが、組合に集う仲間と協力しながら
組合運動と仕事に励みたいと思います。
　大会に参加された皆さん、お疲れ様でした。

若い人達に魅力的な組合に
　コロナ禍という事で、代議
員数や開催時間も縮小で行わ
れた大会でしたが、これから
も若い人達が魅力を感じる組
合として、一致団結し全体を
盛り上げていきたいと思いま
す。

初参加で感じた大会の重み
　私は今回、初めて出席させ
ていただきます。定期大会は、
各支部からの集まりとあって
大変重みを感じています。少
子化、高齢化、新型コロナの
影響で、仕事も減少している
ように思います。私も一人親

方としてやっており、段々厳しい状況です
が、仕事確保に向けて頑張っていきたいと
思います。今後組合員様のご健勝と、建設
長崎の益々の発展をお祈りします。

佐世保中央支部
松本　浩治

佐世保東支部
迎　　　稔

佐世保北支部
松山　新二

北松支部
坂中　善男

平戸支部
里美　　稔

仲間との会話が励みに
　定期大会に久しぶりに参加
しました。他支部の仲間と
会って、コロナの影響で仕事
もいろいろと大変な状況です
が、お互い頑張ろうと話すこ
とができて良かったです。
　大会は時間短縮での開催で
したが、もう少し時間を取っ

て頂ければと感じました。来年は多くの代
議員参加のもと大会が開催されることを期
待します。

様々な考えに触れた大会
　今回、参加した事により今
現在の組合の取り組み等を知
ることができました。
　難しい社会情勢に対しての
対応など、組合として様々な
考えがあるという事も知る事
ができ、とても参考になりま
した。

良好な組織運営が確認できた
　今年も新型コロナウイルス
の影響で、時間短縮、限られ
た時間の中でも、意見があり
良かったです。
　昔は 2日間で開催されてい
ましたが、コロナが早く収束
し以前の様に定期大会が開催
できることを願います。皆様

の表彰に励まされ、組織としての良好な運
営を確認できました。
　新型コロナの影響で分会会議もなく、仲
間作りも停滞しています。組合員の中には
役員を知らない人もいる。なので分会会議
をしたいと思います。

規模縮小でも明快な大会
　コロナ禍の中での定期大会、
久しぶりに参加させていただ
きました。
　以前の大会より規模の縮小
でしたが、簡潔にまとめられ
ていて、わかりやすく、聞き
入ることができました。
　組合活動の制限もあり、残

念ではありますが、できる限り協力させて
いただきたいと思います。

万全な対策で有意義な大会
　コロナ禍で規模縮小の大会
も 3回目となりましたが万全
な感染防止対策で無事終了で
きた事は大変有意義な事だと
思います。
　コロナの影響により制限さ
れる事も多々ありますが仲間
と知恵を出し合い組合活動に

頑張りたいと思います。

浦上東支部
増田　啓治

西彼支部
砂川健二郎

諫早支部
上町　三男

大村支部
村部　和則

島原支部
木之田亮二
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　建設キャリアアップシステムに2019年₄月よ
り本格運用が開始されています。
　建設長崎では、このシステムを活用し、技能
者登録の推進や、技能者の処遇改善、中小零細
事業者の仕事確保をめざすため、技能者カード
を取得した組合員を対象に、助成金の給付を行
なってまいります。

助成内容

対 象 者	 技能者カードを取得した組合員
※2022年₁月₁日以降に技能者カー	
　ドを取得した方が対象となります。

申請期間	 2022年₆月₁日～2023年₅月31日

申請方法	 各支部にある申請用紙に記入し技能
	 者カードの写しを添付して申請

助 成 金	 ₁人　2,000円

技能者登録料	 ①簡略型　2,500円
	 ②詳細型　4,900円

（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

�

第
十
回
定
期
総
会

　

協
会
は
、
令
和
四
年
七
月

二
十
一
日
、「
第
十
回
定
期
総

会
」
を
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
で
開
催
。
前
年
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を

縮
小
し
、
全
体
三
十
九
名
の
参

加
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
平
出
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
北
村
会
長
は

「
県
内
に
お
け
る
建
設
業
の
景

気
判
断
指
数
は
『
悪
い
』
と

な
っ
て
い
る
。
業
者
の
経
営
努

力
だ
け
で
は
限
度
が
あ
り
今
こ

そ
も
っ
と
行
政
の
強
い
テ
コ
入

れ
が
必
要
な
時
。」
と
説
明
。

ま
た
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
・
技
術
者
単
価
と
も
十
年
連

続
で
上
昇
し
て
い
る
が
、
技
能

労
働
者
の
賃
金
の
実
態
は
大
き

く
乖
離
し
若
年
入
職
者
の
妨
げ

の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
上
で
、「
私
達
は
、

適
切
な
利
益
を
上
げ
な
が
ら
技

能
後
継
者
を
育
て
、
健
康
で
安

心
で
き
る
住
宅
・
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
議
事
で
は
、
令
和
三
年
度
の

事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

報
告
。
ま
た
、
中
小
建
設
事
業

者
へ
の
工
事
発
注
、
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金

の
支
払
い
、
工
事
発
注
に
お
け

る
適
正
単
価
の
設
定
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
要
請

等
を
含
む
令
和
四
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
、
北
村
会
長
の
再

任
な
ど
新
役
員
を
選
出
。
全
員

の
拍
手
で
新
役
員
が
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
平
出
副
会
長
、
山
田

副
会
長
、
西
山
理
事
、
宮
野
理

事
、
松
谷
監
事
、
牧
島
幹
事
、

山
口
幹
事
、
柚
元
幹
事
の
八
名

が
退
任
さ
れ
、
北
村
会
長
か
ら

記
念
品
を
贈
呈
し
長
年
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
里
副
会
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

○
役
員
改
選 

北
村
会
長
の
再
任

北村会長あいさつ

作業主任者技能講習のご案内
①　足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　程 会　　　場 受　講　料

長崎地区
令和 4年 9月17日㈯～18日㈰
午前 9時00分～午後 5時00分
（受付開始：午前 8時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17‒58）

8,000円
（組合員には2,000円の
　助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に 3年以上従事した経験を有する者
　　　足場作業の実務経験の要件は『 3年以上』となっていますが、今後は『足場の
　　　組立て等特別教育を受講後 3年以上』になってくることが予想されます。特別
　　　教育を受講されていない方は早いうちに受講いただきますようお願いいたします。
②　木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　程 会　　　場 受　講　料

長崎地区
令和 4年11月12日㈯～13日㈰
午前 9時00 分～午後 5時00分
（受付開始：午前 8時30 分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17‒58）

8,000円
（組合員には2,000円の
　 助成あり）

【受験資格】
　　　満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外
　　　壁下地の取り付け作業に 3年以上従事した経験を有する者
【定　　員】36名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
　　　　　　②運転免許証など本人確認ができる証明書の写
　　　　　　③受講料を持参し、各支部事務所に提出。学院発行の作業主任者手帳を
　　　　　　　所持している場合は、提出をお願いします。
　　　　　　※写真は講習会当日に撮影します。
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
　個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第三者の証
　明が 2名分必要になります。
☞講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら実施します。今後の感染状
　況を注視しながら、国・自治体の対処方針に従い対応（開催の有無）していきます。
【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
　　　　　　　　長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‒861‒9261）
　　　　　　　　登録No.025‒ 1（足場）、No.025‒ 3（木建）－有効2024年12月－

建設キャリアアップシステム
（CCUS）技能者登録推進
� 助成金について

参
加
者

方
山　

栄
治
（
大
浦
支
部
）

本
田　

祐
司
（
島
原
支
部
）

早
川　

和
男
（
大
村
支
部
）

第29回全国青協交流集会
　全国青協60周年記念式典

久
し
ぶ
り
の
対
面
で
の
開
催
45
県
連
・
173
名
の
参
加
！！

　
七
月
十
日
～
十
一
日
に
か
け
全

国
青
年
部
交
流
集
会
・
記
念
式
典

に
初
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
参
加
し
た
全
国
青
年
部

の
集
ま
り
で
も
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
皆
さ
ん
の
熱
意
と
勢

い
が
違
い
ま
し
た
。
各
都
道
府
県

の
若
手
の
中
で
も
特
に
元
気
の
い

い
方
々
が
集
ま
っ
て
い
る
だ
け
あ

り
ま
す
。

　

初
日
は
い
く
つ
か
の
挨
拶
が

あ
っ
た
後
に
、
班
ご
と
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
を
兼
ね
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
全
県
総
連

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
考
案
）
と

各
県
連
青
年
部
の
活
動
報
告
が
あ

り
、
班
員
の
方
々
の
企
画
、
製
作
、

進
行
の
能
力
に
驚
か
さ
れ
、
他
県

の
素
晴
ら
し
い
活
動
に
若
干
の
焦

り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
夜
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
と
あ
っ

て
あ
ま
り
派
手
に
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
緒
に
参
加
し
た
方

山
青
年
部
長
・
大
村
支
部
の
早
川

さ
ん
と
名
店
を
巡
り
、
大
い
に
大

阪
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
水
上
バ
ス
で
市
内
観

覧
と
大
阪
城
見
学
で
し
た
。
城
内

を
巡
り
な
が
ら
、
か
つ
て
は
日
本

の
ト
ッ
プ
が
こ
こ
に
居
た
の
か
と

思
う
と
、
何
や
ら
自
分
も
何
か
で

き
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
不
思
議
な

力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
二
日
間
と
い
う
短
い
旅
程
で
し

た
が
、
そ
の
時
間
を
濃
く
学
び
・

感
じ
・
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
経
験
を
建
設
長
崎
の

中
で
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、

じ
っ
く
り
と
考
え
、
試
し
、
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
本
田　
祐
司
）

大阪城大手門前で記念撮影

大阪城内を散策
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国
保
だ
よ
り

常備薬をお受け取り下さい！！
　
毎
年
、
組
合
員
の
皆
様

に
お
配
り
し
て
い
る
「
常

備
薬
セ
ッ
ト
」
を
、
今
年

度
も
各
支
部
に
て
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
も

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
除
菌

シ
ー
ト
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

る
内
容
で
お
配
り
し
て
お

り
ま
す
。
家
族
の
資
格
取

得
、
喪
失
や
、
各
種
変
更

届
の
手
続
き
等
、
各
所
属

支
部
へ
お
立
ち
寄
り
の
際

は
忘
れ
ず
に
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

七
〇
歳
以
上
の
方
へ

高
齢
受
給
者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

①
『
高
齢
受
給
者
証
』
は
大
切 

　
に
保
管
下
さ
い

　
七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七	

五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
ま
で
の
期
間
、『
高

齢
受
給
者
証
』を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。

　
『
高
齢
受
給
者
証
』と
は
、医

療
機
関
の
窓
口
に
て
医
療
費
の

一
部
負
担
金
の
割
合（
二
割
も

し
く
は
三
割
）を
示
す
証
明
書

で
あ
り
、医
療
機
関
等
で
受
診
さ

れ
る
際
は
必
ず
保
険
証
と
一
緒

に
窓
口
へ
提
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

②
毎
年
八
月
は
『
高
齢
受
給 

　
者
証
』
の
更
新
時
期
で
す
。

　
『
高
齢
受
給
者
証
』の
有
効
期

限
は
八
月
～
翌
年
七
月
ま
で
の

一
年
間
で
す
。毎
年
、八
月
一
日

を
基
準
日
と
し
て
自
己
負
担
割

合
を
判
定（
下
記
参
照
）し
、七
月

中
に
新
し
い『
高
齢
受
給
者
証
』を

発
行
し
て
お
り
ま
す
。今
年
度
は

七
月
二
十
一
日
に
発
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
確
認
い

た
だ
け
て
い
な
い
対
象
者
の
方

は
ご
自
宅
の
ポ
ス
ト
を
ご
確
認

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

※［
高
齢
受
給
者
証
在
中
］と
記

載
さ
れ
た
グ
レ
ー
の
封
筒
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

③
『
高
齢
受
給
者
証
』
の
交
付 

　
手
続
き
に
つ
い
て

　
長
建
国
保
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）に
よ
り
所
得

情
報
を
確
認
し
、自
己
負
担
割

合
の
判
定（
下
記
参
照
）を
行
っ

て
お
り
ま
す
。お
手
元
の『
高
齢

受
給
者
証
』の
一
部
負
担
金
の

割
合
は
必
ず
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
所
属
支
部
、ま
た
は
長
建
国

保
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①70歳以上の国保加入者の住民税課税標準額（※1）が全員145万円未満である。
　※1「住民税課税標準額」とは総所得金額等から社会保険料や基礎控除などの各種所得控除後の金額。

②70歳以上の国保加入者の方の総所得金額等から基礎控除（43万円）した額の
　全員の合計が210万円以下である。

③70歳以上の国保加入者の年収が下表のいずれかに該当する。
 （該当する場合は確定申告書の控え等収入のわかる書類の提出が必要です。）

※2「年収」とは年金・給与・営業収入、必要経費や控除額を差し引く
　前の総収入

※3「特定同一世帯所属者」とは国民健康保険から後期高齢者医療制度
　へ移行された後も継続して同一の世帯に属する方。

２人以上
（特定同一世帯所属者（※3）含）

一部負担金の割合 一部負担金の割合

３割 ２割

１人

国保加入者（70歳以上）

520万円未満

383万円未満

年収（※2）の合計額

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

高齢受給者証負担割合判定の流れ

お申込は、健診日の₂週間前までにお願いしております。
令和₄年₉月₄日㈰～ 10月₂日㈰までの日程

₉月₄日㈰ 広田地区コミュニティセンター
₉月11日㈰ 相浦地区コミュニティセンター
₉月25日㈰ 高城会館（諫早）
10月₂日㈰ 時津町北部コミュニティセンター

●お申込方法
○40才以上の方
40才以上の方につきましては、₅月中旬頃に「特定健診受診券」
と一緒に「巡回健診申込書・返信用封筒」を同封しております。
ご記入の上、返信用封筒にてご返送下さい。
○40才未満の方・年度の途中でご加入の方
基本健診項目受診料として2,000円ご負担を頂きますと受診可
能です。（検査項目は40才以上の方と一緒です）

巡回健診ご案内

日曜日実施で利用しやすい

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。

消費税 10％� 2022.8.1 現在

指定温泉名称 利用区分 温泉施設内
場所

平日料金
規定料金 割引料金

メンバーズカード提示
補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長崎・西彼地区
稲佐山温泉
アマンディ 大人 　 　 830円 　▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095 -862 -5555

i ＋ Land nagasaki

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町
₁丁目3277 -₇
095 -898 -2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円
西彼杵郡長与町
岡郷2762 -₁
095 -887 -4126

道の尾温泉 大人 　 　 650円 － ▲300円 350円
西彼杵郡長与町
高田郷284
095 -856 -2631

ゆりの温泉 大人 　 　 900円 ▲100円 ▲300円 500円
西彼杵郡長与町
高田郷2289 -₂
095 -856 -2617

県央地区
サンスパ

おおむら　ゆの華 大人 　 　 750円 　 ▲420円 330円 大村市森園町663 -3
0957 -50 -1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500 -₁

0957 -73 -3273
小地獄温泉館 大人 　 　 460円 － ▲300円 160円

望洋荘
営業時間帯によって料金が
異なります。
詳しくは施設までお問い合
わせ下さい。

大人（高校生以上）
［₇：30～16：30］ 　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957 -74 -3141

大人
［16：30～21：30］ 　 　 330円 － ▲300円 　30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）
大人（60歳以上）［₇：30~21：30］

209円 差額は返金
されません。 　　0円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円
諫早市飯盛町
平古場279番地
0957 -28 -4141

県北地区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956 -82 -2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956 -82 -6868

ザ・パラダイスガーデンサセボ
（※₁）

大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853 -12
0956 -39 -4800

ホテルローレライ　ばってんの湯
（※₁）

大人 　 　 700円 ▲140円 ▲300円 260円 佐世保市南風崎町449
0956 -59 -3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 　 平日 700円 － ▲300円 400円 東彼杵郡波佐見町
長野郷558 -₃
0956 -76 -9008

大人 　 土・日
・祝 750円 － ▲300円 450円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円
佐世保市鹿町町
土肥ノ浦169 -₂
0956 -66 -2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 　 　 900円 －

▲300円
▲300円
施設負担

一律
300円

平戸市田平町
野田免210 -₆
0950 -57 -1110

（※₁）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
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